
 

               平成２８年８月２７日 

 

 

平成２８年８月２０日からの大雨による出水の概要 

～観測史上初めて、北海道に３つの台風が上陸 

したことによる大雨に対応しました～ 

 

 

 
 

 

北海道上空の停滞前線や台風第９号・第１１号が連続して上陸するなど８月２０日からの大

雨に伴い、計画高水位を越えた河川は、石狩川や常呂川など４河川に及び、鵡川など５河川で

はん濫危険水位を超えるなど、広範囲の複数の河川において大きな出水となりました。 

 

北海道開発局では、２４時間体制で気象及び河川等を監視し、洪水予報や水防警報等の発表

を行うとともに、ダム等の管理施設の操作を行いました。自治体にリエゾンを派遣し情報収集

や自治体支援についての調整を行うとともに、自治体からの要請を受け、災害対策車によるは

ん濫箇所等の排水作業を行うなど、自治体の支援を行いました。 

 

特に常呂川では、堤防からの越水が４箇所発生したほか、支川２箇所で堤防の一部が決壊し

ました。このような被災箇所については、緊急復旧工事等を行いました。 

 

引き続き、早期の復旧を図るとともに、被害の軽減を図ってまいります。 

 

詳細は、別紙を参照ください。 

 

※リエゾン（現地情報連絡員） 

  …災害時、北海道開発局から自治体へ連絡員を派遣し、両者相互の情報共有や連携を密にするものです。 

 

 

 

 

８月１７日の台風第７号に続き、北海道上空の停滞前線と、台風第９号・第１１号が連続して

上陸し、広範囲の複数の河川において大きな出水となりました。この出水の概要について別紙の

とおり取りまとめましたので、お知らせします。 

【問合せ先】 北海道開発局 建設部 河川管理課   電話(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)011-709-2347 

            水災害予報センター長 山 田  （内線 5323） 

          課長補佐       桝 井  （内線 5294） 

          水災害予報専門官   五十嵐  （内線 5529） 



平成28年8月20日からの大雨による平成28年8月20日からの大雨による
出水の概要

平成28年8月27日平成28年8月27日

北海道開発局 建設部 河川管理課

水災害予報センタ水災害予報センター

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



○８月２０日からの大雨は、前線・台風・高気圧がそろった気圧配置によりもたらされました。8月21日には台風第11号、23日には台

風第 号が北海道に上陸しました 月 日に 年ぶりに北海道に上陸した台風第 号と合わせて 週間で の台風が連続

気象状況について

風第９号が北海道に上陸しました。８月１７日に、９年ぶりに北海道に上陸した台風第７号と合わせて、１週間で３つの台風が連続

して上陸しました（観測史上初）。

○期間中、置戸町や北見市の一部（常呂、留辺蘂）などでは観測史上最大雨量（７２時間）を記録しました。

気象台資料から

8月19日15時から23日09時の総雨量 雨雲の動き

国土交通省川の防災情報から

月 時月 時 8月21日09時8月20日16時

8月22日16時 8月23日06時
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平成28年8月20日からの大雨による出水の概要

■平成２８年８月２０日からの大雨により、道内の１１水系４６河川で基準水位を超える出水となりました。石狩川や
常呂川など 河川で計画高水位を超え 鵡川など 河川で氾濫危険水位を超える出水となりました

深川市納内町市街水系名 河川名 水系名 河川名

石狩川 十勝川

常呂川など４河川で計画高水位を超え、鵡川など５河川で氾濫危険水位を超える出水となりました。
８月２６日２０：００現在においても２水系３河川で基準水位を超えています。

十勝川

雨竜川 音更川

空知川 札内川

産化美唄川 利別川

旧美唄川 士幌川

幾春別川 十弗川

幌向川 牛首別川
石狩川
（下流）

幌向川 牛首別川

夕張川 下頃辺川

千歳川 浦幌十勝川

嶮淵川

釧路川

釧路川

輪厚川 新釧路川

豊平川 オソベツ川

常呂川日吉地区河道水位状況

8月23日17時頃撮影

月寒川 鵡川 鵡川

厚別川 沙流川 沙流川

茨戸川
網走川

網走川

石狩川
（上流）

石狩川 美幌川

美瑛川
常呂川

常呂川

忠別川 無加川 常呂川日吉地区河道水位状況
辺別川 湧別川 湧別川

牛朱別川 渚滑川 渚滑川

天塩川
（下流）

天塩川

問寒別川

天塩川
天塩川

名寄川

レベル５：計画高水位を超過した河川（４水系４河川）

レベル４：はん濫危険水位を超過した河川（５水系５河川）

※網走川及び釧路川については、
洪水継続中（8月26日20時現在）

（上流）
名寄川

風連別川

留萌川 留萌川

レベル４：はん濫危険水位を超過した河川（５水系５河川）

レベル３：避難判断水位を超過した河川（４水系５河川）

レベル２：はん濫注意水位を超過した河川（５水系２０河川）

レベル１：水防団待機水位を超過した河川（４水系１２河川） 28月23日撮影



（参考） 洪水予報の発表基準となる河川水位及び危険度レベル

（国土交通省気象庁資料から）
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平成28年8月20日からの大雨による出水の状況

常呂川の堤防法崩れ（北見市常呂自治区）

石狩川の溢水（深川市納内町、旭川市神居町）

石狩川本川の深川市納内町付近および旭川市神居町神居古潭において 浸 渚滑川石狩川本川の深川市納内町付近および旭川市神居町神居古潭において、浸
水被害が発生（浸水面積約１２０ｈａ、家屋６戸に浸水被害（開発局調べ））。

網走川
常呂川

渚滑川

湧別川

金山ダム

常呂川からの越水（４箇所）により、堤防法崩れな
どが発生 約１７０ｈａの畑等が浸水

常呂川

石狩川

どが発生。約１７０ｈａの畑等が浸水。

黒岳沢川

黒岳沢川
第1号堰堤

黒岳沢川の土石流（上川町層雲峡）鵡川

全道で金山ダム等の１１箇所の洪水

超過河川 超過した水位 備考

第1号堰堤

層雲峡温泉街

調整施設の操作により、下流河川の
水位を低下させた。

超過河川 超過した水位 備考

計画高水位
堤防などを作る際に洪水に耐えられる水位として
指定する最高の水位

はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を生ずるは
ん濫の起こるおそれがある水位 4

黒岳沢川で発生した土石流をえん堤捕捉することにより、下流の温泉街への被
害を防いだ。



○河川水位の上昇に伴って内水による浸水が発生したため、札幌開発建設部では、２８箇所の直轄排水機場を稼働して内水排除
を行 被害を軽減しました

北海道開発局の取組① 排水機場による内水排除（札幌開発建設部）

を行い被害を軽減しました。

※平常時に撮影

雁来排水機場(最大排水量10m3/s)

※２８箇所の直轄排水機場において、
合計で約８８７時間ポンプを稼動し、
内水排除を実施。

（８月２０日からの累計）

平成２８年８月２４日
９時００分現在

●排水機場稼働箇所 ２８箇所
稼動箇所図

石狩川流域

（８月２０日からの累計）

河川名 市町村名 排水機場名 稼動時間

月形町 月形排水機場 約52時間

滝川市
滝川排水機場 約12時間

石狩川

滝川市
池の前排水機場 約28時間

深川市 深川排水機場 約5時間

新十津川町

袋地排水場 約27時間

下徳富排水場 約25時間

新十津川排水場 約1時間

新篠津村 新篠津排水機場 約7時間新篠津村 新篠津排水機場 約7時間

豊平川

札幌市

雁来排水機場 約86時間

厚別排水機場 約39時間

厚別川
山本排水機場 約22時間

世田谷排水機場 約28時間

望月寒川 月寒排水機場 約6時間

※平常時に撮影

月形排水機場(最大排水量4m3/s)

※平常時に撮影南6号排水機場(最大排水量26m3/s)
※平常時に撮影

創成川 創成排水機場 約7時間

千歳川

長沼町
南６号排水機場 約55時間

南９号排水機場 約52時間

恵庭市 漁太川排水機場 約39時間

江別市
泉の沼排水機場 約21時間

早苗別排水機場 約58時間) 早苗別排水機場 約58時間

空知川 赤平市 赤平排水機場 約35時間

大鳳川 妹背牛町 小藤排水機場 約23時間

江部乙川 滝川市 江別乙排水場 約26時間

旧夕張川 長沼町 馬追運河排水機場 約47時間

篠津川
篠津川排水機場 約70時間

支笏湖
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篠津川
江別市 八幡排水機場 約11時間

夕張川 幌向太排水機場 約59時間

旧美唄川 岩見沢市 旧美唄川救急排水場 約1時間

須部都川 月形町 大曲右岸救急排水場 約46時間



北海道開発局の取組② （情報収集及びダム操作、自治体への支援状況等）

○北海道開発局では、24時間体制で気象及び河川の情報を監視し、管理施設の操作を行いました。現地においては地上からの河

川巡視及び監視に加え、ヘリコプターにより上空からの調査を行いました。

○自治体からの要請により、災害対策用機械を派遣したほか、被災した自治体への支援や情報収集を目的として、職員を現地情

報連絡員（リエゾン）、緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）として派遣しました。

○災害対策用機械は、排水ポンプ車（129台）、照明車(36台)、衛生通信車(7台)を含む187台・日を派遣しています（ 8月25日13時時○災害対策用機械は、排水ポンプ車（129台）、照明車(36台)、衛生通信車(7台)を含む187台 日を派遣しています（ 8月25日13時時

点）。また、派遣した現地情報連絡員は延べ176名、緊急災害対策派遣隊は65班です（8月17日～26日）。

排水ポンプ車による排水リエゾンの派遣による情報収集及び提供24時間体制で河川情報を収集

関係機関との連携ヘリコプターによる上空からの調査 地元の建設業者との連携
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北海道開発局の取組③ 円滑に避難勧告を発令！

○ 自治体、道、開発局からなる「常呂川減災対策協議会」で検討された減災に関する取組方針に基づき、避難勧
告の発令等に着目したタイムラインや河川事務所長から自治体首長へのホットラインを実践。

○ 北見市常呂自治区にて越水による氾濫が発生したが、タイムラインの活用及び密なホットラインにより、急激な
水位上昇が予想されたことから、北見市が対象地域へ通常より前倒しして避難勧告を発令し、北見市が消防と
も連携の上 住民 の避難の呼びかけを実施も連携の上、住民への避難の呼びかけを実施。

北見河川事務所から北見市へのホットライン

上川沿観測所における水位とホットライン・避難情報発令のタイミング
かみかわぞい

被災状況

堤防から越水（8/21  4:30）

避難勧告発令の
目安となる水位

※急な水位上昇が予想された
ことから、早期に勧告を発令

＜避難状況＞
避難勧告 20日19:45 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）
避難指示 20日22:20 福山地区（17世帯56人）に発令後

浸水状況（8/21  6:00）

避難指示 20日22:20 福山地区（17世帯56人）に発令後、
21日00:40 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）に発令

氾濫発生情報の発表は21日01:00 避難所へは最大484人が避難

※ これは速報であり、数値等は今後変わることもあります。
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治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 石狩川）

○石狩川上流忠和地区では、旭川市街地における洪水被害の防止・軽減を目的に河道掘削を順次進めており、平成28年8月23日

台風第9号による大雨では 河道掘削が効果を発揮し 石狩川（近文大橋付）で約1 0 の水位低減効果があ たと想定されます

河道掘削実施区間

N

石狩川
位置図 河道掘削箇所

台風第9号による大雨では、河道掘削が効果を発揮し、石狩川（近文大橋付）で約1.0mの水位低減効果があったと想定されます。

○仮に河道掘削が実施されず、もし決壊した場合は約200haが浸水したと想定されます。

A

A’
伊納水位観測所伊納水位観測所

旭川市

伊納水位観測所

河道掘削を実施しなかった場合に想定される被害

掘削による水位低減効果

A A’近文大橋付近（KP154）

KP150

KP151

KP152
KP153

KP154

KP155

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値） H=103.6m
計画高水位
102.56m

KP147

KP148

KP149 今回出水における最高水位（推定値） H=102.61m

掘削断面

水位低減効果 約1.0m（推定値）
想定浸水面積：約200ha
（KP154.6地点が決壊したと想定）

8※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 鵡川）

○鵡川では、河川整備計画策定後（H21.2）、洪水を安全に流下させるため、川の断面をひろげる河道掘削を実施しています。これ

により今回の出水では、掘削前の水位に比べ、約0.2mの水位低減効果があったと想定されます。

掘削による水位低減効果（鵡川 KP5.2）

凡例

KP5.2

凡例
河道掘削箇所

日高自動車道

KP5.2

日高自動車道

鵡川

9

12

河道掘削を行わなかった場合の水位 8.5ｍ

水位低減効果 約0.2m（推定値）

鵡川

計画高水位 9.1ｍ

6
標
高

(

m

実績水位 8.3ｍ

河道掘削以前の河道断面

9※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。
0

3
m)

現在の河道断面
掘削断面



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 天塩川）

○天塩川上流美深地区では、河道掘削を順次進めており、現在も継続して河道掘削を実施中。今回の出水では、これまでの河道

掘削が効果を発揮し 天塩川（美深大橋付近）で約 の水位低減効果があ たと想定されます

河道掘削箇所位置図

掘削が効果を発揮し、天塩川（美深大橋付近）で約１mの水位低減効果があったと想定されます。

天塩川

オホーツク海

日
本
海

美深橋
水位観測所

太平洋

掘削による水位低減効果

A A’
美深大橋付近（KP123.6）

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値） H=70.3m

計画高水位 H=70.59m 

今回出水における最高水位（推定値） H=69.27m

水位低減効果 約1m（推定値）

10※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 網走川）

○網走川では、平成4年9月、平成13年9月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道掘削を実施。今

回の出水では これまでの河道掘削が効果を発揮し 約2 0 の水位低下を図りました

掘削による水位低減効果

回の出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、約2.0mの水位低下を図りました。

○仮に河道掘削が実施されず、もし決壊した場合には約100haが浸水したと想定されます。

位置図 掘削による水位低減効果

64

66 A B

水位低減効果 約2.0m（推定値）

網走川の水位の状況（KP45.8）

計画高水位:58.8m

河道掘削箇所

54

56

58

60

62

標
高
(m
) 河道掘削を行わなかった場合の水位60.2ｍ

（河道掘削を行わなかった場合、農地に浸水被害が発生）

実績水位 58.2m

河道掘削以前の河道断面

町道

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

凡 例
が想 範

52

54

現在の河道断面(掘削後)

KP11.0

凡 例
浸水が想定される範囲

浸水が想定される範囲

A

氾濫面積 浸水家屋

KP45.8

国道240号

B

A

津別町

約100ha 約10戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害

網走川

11※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 常呂川）

○常呂川では、平成13年9月洪水、平成18年8月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道掘削を実

施。今回の出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、約0.4mの水位低下を図りました。

○今回の出水では、計画高水位を超過し越水により約170haの浸水が発生しましたが、仮に河道掘削が実施されず、もし決壊した

場合には約2,400haが浸水したと想定されます。

10

12

掘削による水位低減効果

河道掘削を行わなかった場合の水位9.2ｍ
実績水位 8.8m

BA 水位低減効果 約0.4m（推定値）

常呂川の水位の状況（KP11.0）

位置図

4

6

8

標
高
(m
)

実績水位 .

河道掘削以前の河道断面

河道掘削箇所

計画高水位:8.5m

0

2

河道掘削以前の河道断面

現在の河道断面(掘削後)

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

KP11 0

凡 例
浸水が想定される範囲

B

A
国道238号

氾濫面積 浸水家屋
KP11.0

常呂川

約2,400ha 約700戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害

常呂町

凡 例
浸水が想定される範囲

堤防が決壊した場合の想定被害

12※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果① 河道掘削が効果を発揮（北海道 渚滑川）

○渚滑川では、平成10年9月、平成18年10月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道掘削を実施

し 掘削前と比べ約0 7 の水位低下を図りました

掘削による水位低減効果

し、掘削前と比べ約0.7mの水位低下を図りました。

○仮に河道掘削が実施されず、もし決壊した場合には約100haが浸水したと想定されます。

位置図 掘削による水位低減効果

5

7 BA

河道掘削を行わなかった場合の水位3.5ｍ

水位低減効果 約0.7m（推定値）

渚滑川の水位の状況（KP0.6）

計画高水位:3.6m

河道掘削箇所

-1

1

3

標
高
(m
)

河道掘削以前の河道断面

実績水位 2.8m

-3
現在の河道断面(掘削後)

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

渚滑川

KP0.6 B

国道238号

氾濫面積 浸水家屋

紋別市

国道238号

国道273号

凡 例

A

約100ha 約400戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害

凡 例
浸水が想定される範囲凡 例

浸水が想定される範囲

13※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果② 堤防整備が効果を発揮（北海道 湧別川）

○湧別川では、平成10年9月、平成18年10月の洪水災害を受け、洪水等の度に被害が生じる河口部での堤防整備を実施しました。

堤防整備による溢水氾濫抑制効果
位置図

○仮に堤防がなかった場合、溢水氾濫が発生し、約30haが浸水したと想定されます。

4

6

8 湧別川の水位の状況（KP0.4）

B
堤防整備がされなかった場合、外水氾濫が発生

堤防整備

A

堤防整備箇所

-2

0

2

標
高
(m
)

実績水位 2.5m

堤防整備を行わなかった場合に想定される被害

-4

凡 例
浸水が想定される範囲

湧別町

湧別川

KP0.4

氾濫面積 浸水家屋

湧別町

国道242号

国道238号

堤防を整備

A

KP0.4
B 約30ha 約140戸

堤防整備を行わなかった
場合の想定被害

凡 例
浸水が想定される範囲

14※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果③ 分水路整備が効果を発揮（北海道 牛朱別川分水路）（国管理）

○牛朱別川分水路（永山新川）は、下流市街地の洪水被害軽減を目的に平成16年に完成。

○平成28年8月20日からの大雨では、牛朱別川分水路（永山新川）が効果を発揮し、牛朱別川（中央橋）で約0.9mの水位低減効果

があったと想定されます。

○仮に牛朱別川分水路（永山新川）が整備されていなければ、水防団待機水位※を上回ったと想定されます。

※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位

N

石狩川位置図

中央橋水位観測所

※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位

旭川市

中央橋観測所

中央橋水位観測所

牛朱別川
分流樋門閉扉

旭川市

牛朱別川（中央橋観測所）
永山新川による水位低減効果

永山新川がなかった場合 永山新川が無かった場合の最高水位（推定値） H=109.50m

計画高水位

氾濫注意水位
の想定水位：109.50m

実績水位：108.64m

永山新川が無かった場合の最高水位（推定値） H 109.50m

今回出水における最高水位（推定値） H=108.64m

氾濫注意水位

水防団待機水位

牛朱別川 中央橋下流

水位低減効果 約0.9m（推定値）

15※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



治水事業の効果③ダムによる洪水調節

直轄ダム１１箇所において、洪水調節を実施し、各河川の水位を低減しました。

岩尾内ダム

九十九橋水位観測所付近：
約０ ４ｍの低減

忠別ダム

暁橋水位観測所付近：
約０．９ｍの低減

直轄ダム１１箇所において、洪水調節を実施し、各河川の水位を低減しました。

大雪ダム

上川水位観測所付近：
約０．４ｍの低減

約０．４ｍの低減約 低減

留萌ダム

幌糠水位観測所付近：
鹿ノ子ダム

置戸水位観測所付近：
約０．２ｍの低減

幌糠水位観測所付近：
約１．１ｍ低減

金山ダム・滝里ダム

赤平水位観測所付近
桂沢ダム

赤平水位観測所付近：
約３．０ｍ低減

西川向水位観測所付近：
約２．０ｍの低減

夕張シューパロダム
円山水位観測所付近：
約２．０ｍの低減

定山渓ダム
雁来水位観測所付近：
約０．４ｍの低減

16

二風谷ダム
平取水位観測所付近：
約０．５ｍの低減



○平成２８年８月２０日、停滞する前線の影響により、定山渓ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

治水事業の効果③ ダム整備が効果を発揮（北海道 定山渓ダム）（国管理）
じょう ざん けい

かりき

○定山渓ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の札幌市（雁来水位観測所）では、水防団待機水位※以下

の水位に抑えることができました。

○仮にダムが整備されていなければ、水防団待機水位※を上回る出水となったことが想定されます。

かりき

※洪水量：洪水調節を開始する量
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位置図

時間雨量

累加雨量

8/20 10:00～8/21 5:00
流域総雨量69.0mm（ダム流域平均）
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m
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)

計
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(
m
m
)

定山渓ダム定山渓ダムの防災操作の防災操作

※洪水量：洪水調節を開始する量
※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位
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00雁来水位観測所

札幌市

定山渓ダム

累加雨量

8月20日14時00分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約110 3/
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量
（
m

３
/
s）

0 

40 

80 

374 

376 

378 
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貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

約110m3/s
下流の増水をピーク時で
約100m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、

急激な川の増水を抑えまし
た。
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位
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量
・
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量
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5
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約0 4mの水位低減

雁来雁来水位観測所水位観測所地点における水位低減効果地点における水位低減効果 雁来水位観測所付近

8月20日 8月21日

定山渓ダム貯水状況

ダムがなかった場合の
想定水位： 5.73 m

実績水位： 5.36 m
7
8
9

10
11
12

はん濫注意水位 H=7.40m

避難判断水位 H=7.50m

はん濫危険水位 H=8.70m

ダムが無い場合の
想定水位 H=5.73 m

防災操作開始

防災操作終了
EL=380.68m

計画高水位 H=11.74m
約0.4mの水位低減

2
3
4
5
6

水防団待機水位 H=5.40m

実績水位 H=5.36 m

防災操作開始
EL=380.48m防災操作によって

ダムに貯めた水量
約40万m3

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 17



○平成２８年８月２２日～２３日の台風第９号に伴う降雨により、桂沢ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。
いわみざわ にしかわむかい

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 桂沢ダム）（国管理）
かつらざわ

○桂沢ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の岩見沢市(西川向水位観測所)では、水位を約2.0m低減させる

効果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、氾濫注意水位※を上回る出水となったことが想定されます。

いわみざわ にしかわむかい

※洪水量：洪水調節を開始する量
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累計雨量
8/22 9:00～ 8/23 17:00
流域総雨量71.6mm（ダム流域平均）位置図

※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫注意水位：住民に対し、氾濫に関する情報への注意を喚起するための水位
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流入量（m3/s）

放流量（m3/s）
8月23日8時50分

ダムへ流れ込んできた最大水量
約140m3/s

下流の増水をピーク時で
約120m3/s抑えました。 ダムに流れ込む水を貯め、

急激な川の増水を抑えまし
た。

桂沢ダム

西川向水位観測所

西川向水位観測所地点における水位低減効果西川向水位観測所地点における水位低減効果 西川向西川向水位観測所付近水位観測所付近
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流

8月23日

桂沢ダム貯水状況桂沢ダム貯水状況

西川向水位観測所

10

12

14

16

18
約2.0mの水位低減

西川向水位観測所地点における水位低減効果西川向水位観測所地点における水位低減効果
ダムが無い場合の想
定水位：11.75m

氾濫注意水位 EL.10.60m

避難判断水位 EL.13.30m
氾濫危険水位 EL.14.20m

水防団待機水位 EL.10.00m

計画高水位 EL.14.86m

西川向西川向水位観測所付近水位観測所付近

ダムがなかった場合の
想定水位：11.75ｍ

桂沢ダム貯水状況桂沢ダム貯水状況

8月23日17時時点
EL=180.21m

防災操作によって
ダムに貯めた水量
約430万m3 (17時時点）

2

4

6

8

実績水位：9.76m

水防団待機水位 EL.10.00m

実績水位：9.76m

防災操作開始
EL=179.02m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 18



治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 金山ダム・滝里ダム）（国管理）
か な や ま た き さ と

あかびら あかびら
○平成２８年８月２２日～２３日の台風第９号による降雨により、滝里ダム及び金山ダムにおいては洪水量※を超える流入量を観測。

あかびら あかびら

※洪水量：洪水調節を開始する量

○滝里ダム及び金山ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の赤平市(赤平水位観測所)では、水位を約3.0m

低減させる効果があったものと推測されます。

○仮に滝里ダム及び金山ダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となったことが想定されます。

滝里滝里ダム・金山ダム位置図ダム・金山ダム位置図

赤平水位観測所
滝里ダム

滝里ダム滝里ダムの防災操作の防災操作 金山金山ダムの防災操作ダムの防災操作
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※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

153

153.5

154

1,600 

1,800 

2,000 

赤平水位観測所

金山ダム

80 
100 
120 

16 
20 
24 

2
:0

0

3
:0

0

4
:0

0

5
:0

0

6
:0

0

7
:0

0

8
:0

0

9
:0

0

1
0
:0

0

1
1
:0

0

1
2
:0

0

1
3
:0

0

1
4
:0

0

1
5
:0

0

1
6
:0

0

1
7
:0

0

累
計

雨8/22 10:00～8/23 17:00
流域総雨量116.2mm（ダム流域平均）

時
間

雨

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（ 3/ ）
450

500

550

339.0

341.0

100

150

20

30
0:00 1 :00 2:00 3 :00 4:00 5 :00 6 :00 7:00 8 :00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

時
間

雨
量

累
計

雨
量

時間雨量

累加雨量

08/22 11:00～ 08/23 17:00
流域総雨量 111.6mm（ダム流域平均）

149

149.5

150

150.5

151

151.5

152

152.5

0

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

流
入

量
・
放

流
量

（
m

3 /s
）

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。
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8月23日10時30分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約480m3/s

下流の増水をピーク時で
約330m3/s抑えました。
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8月23日

45

50

右岸（堤防） 左岸（堤防）

計画高水位EL=50.09m

約3.0mの水位低減

氾濫危険水位EL=48.30m

避難判断水位EL=47.70m

氾濫注意水位EL=44.90m

水防団待機水位EL=43.60m ダムがない場合の

想定水位：48 88m

想定水位：48.88m右岸（堤防） 左岸（堤防）

23日17時時点防災操作によ て

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

35

40

想定水位：48.88m

実績水位：45.93m

実績水位：45.93m
23日17時時点
EL=340.53m

防災操作開始
EL=337.27m

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約2,300万m3

(17時時点）
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○平成２８年８月２２日～２３日の台風第９号に伴う降雨により、夕張シューパロダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

○夕張シ パ ダム 防災操作によ 流河川 水位低減を図り 流 栗山町(円山水位観測所) は 水位を約 低減

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 夕張シューパロダム）（国管理）
ゆ う ば り

くりやま まるやま

○夕張シューパロダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の栗山町(円山水位観測所)では、水位を約2.0m低減

させる効果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となっていたことが想定されます。

※洪水量：洪水調節を開始する量

位置図
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※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位
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下流の増水をピーク時で
約650m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、急激
な川の増水を抑えました。
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8月23日

円山水位円山水位観測所観測所地点における水位低減地点における水位低減

ダムがなかった場合の
想定水位： 56 45m

円山水位観測所付近夕張シューパロダム貯水状況

約2 0mの水位低減

54 00
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はん濫注意水位 H=54.10m

避難判断水位 H=54.70m

はん濫危険水位
H=55.20m

計画高水位
H=57.89m

想定水位： 56.45m

実績水位： 54 41 m

防災操作終了
EL=294.37m

防災操作によってダ
ムに貯めた水量

約1,540万m3

約2.0mの水位低減

50.00 

51.00 

52.00 

53.00 

54.00 
水防団待機水位 H=53.50m

実績水位： 54.41 m
ダムが無い場合の
想定水位： 56.45 m

実績水位： 54.41 m
防災操作開始
EL=293.11m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 20



〇平成２８年８月台風第９号に伴う降雨により、大雪ダムにおいては、既往最大の流入量を観測。

〇大雪ダムの防災操作によ て 下流河川の水位低減を図り 下流の上川町(上川水位観測所）では 水位を約0 4 低減させる効

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 大雪ダム）（国管理）
た い せ つ

かみかわ かみかわ

〇大雪ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の上川町(上川水位観測所）では、水位を約0.4m低減させる効

果があったものと推測されます。
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最大水量約500m3/s
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下流の増水をピーク時で
約430m3/s抑えました

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。
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大雪ダム貯水状況 石狩川上川水位観測所付近上川水位観測所地点における水位低減効果

流
入

8月20日 8月22日8月21日 8月23日

大雪ダム貯水状況 石狩川上川水位観測所付近上川水位観測所地点における水位低減効果

ダムがなかった場合の
想定水位：329.09ｍEL=804.84mEL=804.84m

8/23 18:008/23 18:00時点時点

23日18時時点
防災操作によってダムに
貯めた水量約2500万m3

▽計画高水位 EL=330.64m

実績水位：328.71ｍ

防災操作開始防災操作開始

EL=793.50mEL=793.50m

▽はん濫注意水位 EL=327.40m

▽水防団待機水位 EL=326.90m

約0.4mの水位低減効果

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 21



○平成２８年８月台風第９号に伴う降雨により、忠別ダムにおいては、既往最大の流入量を観測。

○忠別ダムの防災操作によ て 下流河川の水位低減を図り 下流の東川町(暁橋水位観測所）では 水位を約0 低減させる効

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 忠別ダム）（国管理）
ち ゅ う べ つ

ひがしかわ あかつきばし

○忠別ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の東川町(暁橋水位観測所）では、水位を約0.9m低減させる効

果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、避難判断水位※を上回る出水となったことが想定されます。

忠忠 別別 ダダ ムム のの 防防 災災 操操 作作
※避難判断水位：避難準備情報の判断、避難所の開設、要配慮者の避難判断の目安となる水位
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下流の増水をピーク時で
約830m3/s抑えました。
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8月 20日 8月 21日 8月 23日
暁橋⽔位観測所地点における⽔位低減効果

ダムが無い場合の想定水位 210.73ｍ

忠別ダム貯⽔状況 暁橋⽔位観測所付近

▽はん濫注意水位  EL=210.20m
水防団待機水位 EL=209.50m▽

▽計画高水位　EL=212.94m

▽はん濫危険水位  EL=211.00m
避難判断水位 EL=210.50m▽

ダムがなかった場合の
想定水位：210.73ｍ

水防団待機水位 09.50m▽

実績水位 209.85ｍ

約0.9mの水位低減効果

防災操作によってダムに
貯めている水量
約 960 万m3

実績水位：209.85ｍ

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 22



○平成２８年８月からの大雨により、岩尾内ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

○岩尾内ダムの洪水調節等によ て下流河川の水位低減を図り 下流の士別市（九十九橋水位観測所）では 水位を約0 4 低減

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 岩尾内ダム）（国管理）
い わ お な い

しべつ つ く も ばし

0 0 累

岩尾内ダムの防災操作

○岩尾内ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の士別市（九十九橋水位観測所）では、水位を約0.4m低減

させる効果があったものと推測されます。

※洪水量：洪水調節を開始する量
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8月21日2時10分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約250m3/s

下流の増水を最大で
約220m3/s抑えました。
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岩尾内ダム

約220m /s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

岩尾内ダム貯水状況
ダムがなかった場合の
想定水位：133.16ｍ

九十九橋水位観測所地点における水位低減効果

▽計画高水位 EL=135.42m

約0.4mの水位低減効果

天塩川九十九橋水位観測所付近

8月20日 8月21日

実績水位：132.80ｍ

防災操作開始
EL=304.76m

防災操作終了
EL=309.21m

洪水調節によって

▽はん濫注意水位 EL=132.30m

▽水防団待機水位 EL=131.70m

ダムが無い場合の
想定水位 H=133.16m

▽避難判断水位 EL=133.30m

洪水調節によって
ダムに貯めた水量
約 1400万m3実績水位 H=132.80m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 23



○平成２８年８月１９日～２３日の台風第９号による降雨により、二風谷ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

○二風谷ダムの洪水調節等によ て下流河川の水位低減が図られ 下流の平取町（平取水位観測所）では 水位を約0 5 低減さ

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 二風谷ダム）（国管理）
に ぶ た に

びらとり びらとり

00

○二風谷ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減が図られ、下流の平取町（平取水位観測所）では、水位を約0.5m低減さ

せる効果があったものと推測されます。

位置図

二風谷ダムの防災操作
※洪水量：洪水調節を開始する量
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１９日１時～23日13時までの総雨量は

225mm（ダム上流域平均雨量）

二風谷ダム

位置図

沙流川
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8月23日8時20分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約2,600 m3/s

（m
3/
s）

貯
水

下流の増水をピーク時で毎秒約500m3抑えました

急激な水位上昇を抑制し、水位
のピークも遅らせた。

平取水位観測所
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ダムに流れ込む水を貯め、

急激な川の増水を抑えました

下流の増水をピ ク時で毎秒約500 m3抑えました
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8月23日
平取水位観測所地点における水位低減効果
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はん濫危険水位 EL 26 90
計画高水位 EL=27.42m

約0.5mの水位低減ダムが無かった場合の

想定水位 EL=26.00 ｍ
二風谷ダムの貯水状況 平取水位観測所付近

ダムが無かった場合の
想定水位 EL 26 00
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26

27

水防団待機水位 EL=22.80m

避難判断水位 EL=26.30m

はん濫注意水位 EL=23.90m

はん濫危険水位 EL=26.90m

実績水位 EL=25.50 ｍ

防災操作終了
EL=43.14m

防災操作開始
EL=41 20m

想定水位 EL=26.00 ｍ

18

19

20

21

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 24

EL=41.20m
実績水位 EL=25.50 ｍ

ダムに貯めた水の量 約370 万m3



○平成２８年８月台風第９号、第１１号に伴う降雨により、鹿ノ子ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

○鹿ノ子ダムの防災操作によ て下流河川の水位低減を図り 下流の置戸町（置戸水位観測所)では 水位を約0 2 低減させる効

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 鹿ノ子ダム）（国管理）
か の こ

おけと おけと

鹿ノ子ダムの防災操作

○鹿ノ子ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の置戸町（置戸水位観測所)では、水位を約0.2ｍ低減させる効

果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となったことが想定されます。
※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

常呂川

位置図

鹿ノ子ダムの防災操作

8/208/20 9:009:00～～8/238/23 9:009:00
流域総雨量流域総雨量243.0mm243.0mm ((ダム流域平均ダム流域平均))

※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

下流の増水を最大で
約100m3/s抑えました

8月20日18時50分
ダムへ流れ込んできた最大流量

約120m3/s

ダムに流れ込む水を貯めダムに流れ込む水を貯め

鹿ノ子ダム

置戸水位観測所
約100m /s抑えました

急激急激な川の増水を抑えました。な川の増水を抑えました。

ダムがなかった場合の
想定水位：213.29ｍ

常呂川置戸水位観測所付近鹿ノ子ダム貯水状況

2323日日1818時時点時時点

置戸水位観測所における水位低減効果

216

217

ダムが無い場合の
想定水位 H＝213 29m

実績水位：213.09ｍ

防災操作開始防災操作開始
EL=444.10mEL=444.10m

2323日日1818時時点時時点
EL=451.37mEL=451.37m

212

213

214

215
想定水位 H＝213.29m

はん濫危険水位 EL=213.20m
避難判断水位 EL=213.00m
はん濫注意水位 EL=212.90m
水防団待機水位 EL=212.60m

計画高水位 EL=214.17m

実績水

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約1,030万m3

209

210

211

212

実績水位 H=213.09m 約0.2mの水位低減効果

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 25



○平成２８年８月２０日、前線の通過に伴う降雨により、留萌ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測。

○留萌ダムの洪水調節等によ て下流河川の水位低減を図り 下流の留萌市（幌糠観測地点）では 水防団待機水位※以下の水

治水事業の効果④ ダム整備が効果を発揮（北海道 留萌ダム）（国管理）
る も い

るもい ほろぬか

○留萌ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の留萌市（幌糠観測地点）では、水防団待機水位※以下の水

位に抑えることができました。

○仮にダムが整備されていなければ、水防団待機水位※を上回る出水となったことが想定されます。

※洪水量：洪水調節を開始する量
※水防団待機水位 水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位

位置図

留萌ダム留萌ダムの防災操作の防災操作

時
間

雨
量

(
m
m
)

累
計

雨
量

(
m
m
)

N

留萌川

チバベリ川

0 

30 

60 

90 

0 

10 

20 

30 

流域平均時間雨量

流域平均累計雨量

8/20 3:00 ～ 14:00
流域総雨量 76.7 mm 
（ダム流域平均）

※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位
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貯水位 (m)
流入量(m3/s)
放流量(m3/s)

ダムに流れ込む⽔を貯め、
急激な川の増⽔を抑えました。

月

貯下流の増⽔をピーク時で
約90m3/s抑えました。

8⽉20⽇9時40分
ダムへ流れ込んできた最⼤⽔量

約90m3/s

幌糠水位観測所付近留萌ダム貯水状況

ダムがなかった場合の
想定⽔位：17.91m

8月20日

22

24

約1.1mの⽔位低減 防災操作終了
EL=37 04m

幌糠水位幌糠水位観測所地点観測所地点

想定⽔位：17.91m

実績⽔位：16.77m
16

18

20

22

▽計画高水位H=20.98m

▽はん濫注意水位H=18.10m

▽水防団待機水位H=17.00m

EL=37.04m

防災操作開始
EL=36.29m

▽避難判断水位H=18.30m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 26

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約77万m3

12

14

16
ダムが無い場合の

想定⽔位：17.91m 実績⽔位
16.77m



砂防事業の効果 砂防施設が効果を発揮（北海道 層雲峡小学校の沢・黒岳沢川地点）（国管理）
そううんきょう くろだけさわ

石狩川上流層雲峡地区は、急峻で脆弱な地形が多く、黒岳沢川や層雲峡小学校の沢など土石流危険渓流が存在し、豪雨による
土石流の発生や土砂流入による土砂災害の防止 軽減を目的に砂防施設整備を順次進め います 今回の土石流発生 は砂防

砂防施 被害 減効
N

位置図

土石流の発生や土砂流入による土砂災害の防止・軽減を目的に砂防施設整備を順次進めています。今回の土石流発生では砂防
施設が効果を発揮し、仮に砂防施設が整備されていなかった場合、層雲峡温泉街や地区唯一の避難所である旧小学校が被災した
と想定されます。

砂防施設による被害低減効果
層雲峡小学校の沢 渓流保全工（導流堤）

層雲峡小学校の沢

伊納水位観測所

旭川市

石狩川位置図

発生した土石流

旧小学校（避難所）

砂防施設箇所

旭川市

上川町

砂防施設箇所

発生した土石流

砂防施設を設置しな

発生した土石流

層雲峡小学校の沢

砂防施設箇所

黒岳沢川第1号堰堤

土石流発生箇所 拡大
施設全景黒岳沢川第1号堰堤

黒岳沢川
第1号堰堤

黒岳沢川
流路工

層雲峡温泉街

砂防施設を設置しな
かった場合の土石流

黒岳沢川

黒岳沢川第1号堰堤

堰堤下流 流路工の状況
層雲峡温泉街

黒岳沢川

層雲峡
小学校の沢

黒岳沢川
第1号堰堤

渓流保全工
（導流堤）

層雲峡温泉街

黒岳沢川
流 路 工

土石流堆砂ライン土石流堆砂ライン

土石流堆砂ライン

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

土石流発生後全景土石流発生前全景

黒岳沢川黒岳沢川

層雲峡温泉街

黒岳沢川第１号堰堤で土石流を捕捉し土砂流出
を防止することで、下流の層雲峡温泉街を保全
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